


1.クレチン症の母親の抗甲状腺抗体の検索 

慢性甲状腺炎の母親より甲状腺機能低下症の児が誕生することは知られている。そこで母

子間の抗甲状腺抗体の関連性について検討した。その結果スクリーニング終了した新生児

乾燥濾紙血 3,812 名中,陽性者は 165 名(4.3%)であった。児は生後 5ケ月で陰性化したが母

親は上昇した。従って新生児乾燥濾紙血の抗体は母親由来と考えられる。165名中 77名が

外来受診し 2名が一過性高 TSH 血症であった。次にクレチン症マス・スクリーニングで陽

性,疑陽性を示した新生児乾燥濾紙血中の抗体は 50 名中 4 名(8.0%)が陽性であった。2 名

がクレチン症,2 名が一過性高TSH 血症であった。次にマス・スクリーニング前に発見治療

中のクレチン症母子の抗体検査では 7名中 1名(14.2%)の母親が陽性であった。以上より母

親由来の抗甲状腺抗体が新生児の甲状腺機能にどの様な影響を与えているかは不明である

が,抗体陽性の母親より甲状腺機能異常の児の発生は稀なものでないと考える。 


